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研究成果の概要（和文）：　本研究では、日本語と英語を主な対象とし、基本的表現であるにも関わらず、非常
に誤用も多く習得困難な移動表現（e.g. John ran up the stairs.）を取り上げた。産出実験を通して、母語と
学習言語を双方向に比較（母語話者の英語・日本語、英語母語話者の日本語、日本語母語話者の英語）し、移動
表現における学習者言語の特徴とそれを生み出す要因を探った。その結果から、学習者言語に共通する特徴とし
て、表現の簡略化や、母語の影響を明らかにした。また、様々な経路表現を比較することで、各言語学習者にと
っての習得困難である移動事象表現を明らかにし、今後の日本語教育・英語教育で注意すべき点を示した。

研究成果の概要（英文）：This experimental study on motion event descriptions aimed to empirically 
show the sources of interlanguage characteristics based on production data from L1/L2 English and 
Japanese. Although motion event descriptions are basic expressions (e.g. John ran up the stairs./ 
Zyon-wa hasit-te heya-ni haitte-ki-ta.[John-TOP run-CONJ room-to enter.CONJ-come-PST] “John ran 
into the room.”), the learners have difficulty learning them. We analyzed production data from 
Japanese-speaking learners of English (E-L2(j)) and English-speaking learners of Japanese (J-L2(e)),
 as well as English and Japanese L1 speakers (E-L1, J-L1) bidirectionally and showed interlanguage 
characteristics including L1 transfer, simplification, and entrenched patterns and their causes. We 
also demonstrated what kinds of paths are difficult for L2 English and Japanese learners and 
suggested what language teachers should focus on when teaching motion expressions. 

研究分野：言語学、英語学

キーワード： 日英語　移動表現　経路　第二言語習得

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）移動表現の第二言語習得上の重要性 
 グローバル化に対する社会的要請の中で、
理論だけではなく実践的な第二言語習得研
究に対する社会的期待は非常に大きい。しか
し、第二言語習得研究は、基本的な語彙に関
してもあまり進んでいない現状があった。 
移動表現は、身近な行動を表し、日常的に
使われる基本的な言語表現であり、すでに英
語教育でも小学校外国語活動から中高の英
語教育に至るまで、また日本語教育において
も初級の段階で学習する基本的な言語表現
の一つである。しかし、主に扱われる移動表
現は基本的な構造のもののみに限られてお
り、様々な移動表現を取り上げて詳細に学習
することは、英語教育、日本語教育共に行わ
れていない。その結果、学習者言語には誤用
が多く見られるが（e.g. *John ran up on the 
stairs./ *男の人はビルから走ってきた。）、そ
の特徴や誤用の要因は明らかにされていな
いという課題があった。 
さらに、この移動表現（特に英語では前置
詞句の働き・日本語では複合述語類の働き）
は、単純な移動を表す役割だけではなく、状
態変化を伴う表現（e.g. She broke the egg 
into the bowl.／このあたりにも家がたくさ
ん建ってきた。）や使役移動表現（e.g. John 
took the guest upstairs to bedroom.）など
様々な表現／構文の基礎となっている点で、
第二言語習得上、習得が不可欠なものであり、
言語教育にとってもその教授は非常に重要
である。 
 
（２）移動表現に関する研究成果と課題 
 また、移動表現自体については、言語学の
分野で Talmy (1985) が移動の類型を提案し
て以来、盛んに研究がなされてきた。移動事
象に関わる要素の中でも経路を文の主要部
である動詞で表す日本語と、経路を主要部以
外の要素で表す英語は、それぞれ V 言語
（ verb-framed language ） と S 言 語
（satellite-framed language）という異なる
類型に分類される。さらに英語は前置詞句に
より移動の概念を広く他の事象に加える事
ができること（e.g. John sneezed the paper 
off the desk.）、日本語では複合述語形式の多
用（e.g. 走っていく、駆け上がる）など、各
言語の違いと特徴が明らかにされてきた。し
かし、第二言語としての研究は少なく、特に
日本語を母語とする学習者への研究は非常
に限られている（稲垣の一連の研究 2001他, 
Spring & Horie 2013, 吉成他 2013）。 
 国立国語研究所プロジェクト「空間移動表
現の類型論と日本語：ダイクシスに焦点を当
てた通言語的実験研究（代表：松本曜）」の
一環として、本研究代表者（眞野）と分担者
（吉成）は研究協力者（江口）と共に、日本
語を母語とする学習者のデータ（英語・ハン
ガリー語）を、母語である日本語だけでなく、
各対象言語（英語・ハンガリー語）の母語話

者データとも比較することにより、学習言語
への母語の影響（ダイクシス動詞の多用）と、
複雑な形式に関わる学習上の困難点（英語学
習者に up の前置詞的使用が困難な点、日本
語学習者に「駆け上がる」など複合動詞の使
用がほとんど見られない点など）をこれまで
明らかにしてきた（吉成他 2016）。しかし、
学習者言語の特徴と変移を明らかにするた
めには、より多くの移動事象場面を設定した
産出実験を行う必要があることも明らかに
なり、本研究を着想した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、第二言語習得における学
習者言語の特徴とその変容を明らかにする
ことである。英語と日本語を主な対象とし、
様々な表現の基本であるにも関わらず、非常
に誤用も多く習得困難な移動表現（e.g. John 
ran up the stairs.／ジョンは走って部屋に入
ってきた。）を取り上げる。産出実験を通し、
母語と学習言語を双方向に比較（母語話者の
英語・日本語、英語母語話者の日本語、日本
語母語話者の英語）することで、移動表現に
おける学習者言語の特徴とそれを生み出す
要因を解明する。特に本研究が注目する要因
は、①母語の影響、②学習上の困難である。
これらを解明することにより、移動表現の教
授における教育面（英語教育・日本語教育）
での現状の課題、そして今後の教授方法につ
いての提言も行うことを目的とした。 

 
３．研究の方法 
研究の方法は、主に３つに分けられる。 
(1) 学習者の作文コーパスを利用した移動表
現分析：学習者の作文コーパスを利用し、
移動表現にどのような特徴がみられるか
を明らかにする。 
(2) 映像を利用した言語表出実験：(1)で得ら
れた結果、及びこれまでの研究成果（吉
成他 2013，他）から、学習者の移動表現
の特徴とそれに関わる要因について仮説
を立て、映像を用いた産出実験をデザイ
ンし、実施、分析する。 
(3) 総合的分析：(1), (2)から総合的に移動
表現の習得に関わる要因を明らかにし、
言語教育への応用を検討する。 
 
 まず(1)では、「日本人学習者自由英作文コ
ーパス（JEFLL）」を対象に、学習者の作文に
生じる移動動詞の使用頻度、前置詞・不変化
詞との共起関係について分析し、学習者言語
の特徴を探った。 
(2)では、学習者作文コーパス分析から得
られた結果に加え、先行研究での課題を踏ま
え、調査すべき対象を選別し、実験デザイン
を検討した。その結果、先行研究での経路表
現の種類の問題と、英語学習者における各経
路表現と共起する動詞の片寄りが明らかに
なったこと、そして経路による習得の度合い
の際が示唆されたため、実験映像には様々な



経路を含めることにし、実験映像作成を行い、
完成させた。作成した実験は、主体移動表現
の 44 映像（様々な経路・2種類の様態）から
成るものである。 
完成した映像を用いた産出実験を、15 名の
日本語母語話者(J-L1)、15 名の英語母語話者
（E-L1）、12 名の日本語を母語とする英語学
習者（E-L2(j)）、10 名の英語を母語とする日
本語学習者（J-L2(e)）の４グループに対し
て行った。学習者はすべて中級レベルである。
その結果を比較し、各グループの特徴と、移
動表現の第二言語習得上の特徴を探った。 
 
４．研究成果 
（１）学習者作文コーパス調査の結果 
 日本人英語学習者自由英作文コーパス
（JEFLL）での移動表現調査の成果は以下の
二点である。 
① ダイクシス動詞の多用 
 様態動詞(walk, run, swim, jump, dance)、
経路動詞(enter, exit), ダイクシス動詞(go, 
come)の頻度を調査したところ、ダイクシス
同士の使用頻度が圧倒的に高く、様態動詞の
頻度を大幅に上回っていることが分かった。 
② 偏った前置詞・不変化詞の使用 
 先にあげた動詞を含む移動表現で使用さ
れた前置詞を調査したところ、圧倒的な to 
の使用頻度が分かった（全体の 80%以上）。ま
た、動詞ごとに特定の前置詞との組み合わせ
を頻繁に使用していることも分かった。これ
は学習者が、それらの組み合わせをセットで
覚え、使用していることを示唆している。 
 
（２）産出実験の結果 
 実験データの分析から分かった学習者の
言語化傾向は、次の四点である。 
①学習者は母語話者に比べ、移動事象に含ま
れる各意味概念の表出頻度が低い。 
 単純経路を含む30場面の分析の結果、表1、
２が示すように、母語話者（E-L1, J-L1）の
データにおける様態・経路の表出頻度に比べ、
学習者(E-L2(j), J-L2(e))では各移動事象概
念への言及が少ないことが分かった。また、
先行研究での結果と同様、日本語母語話者は
ダイクシスの表出頻度が高いことが分かっ
た。 
 
表１．１場面あたりの各移動事象概念の 

平均表出頻度(英語) 

表２．１場面あたりの各移動事象概念の 
平均表出頻度(日本語) 

 
 
②経路別の表現形式と学習者の習得度 
 様々な経路を含む移動事象を日英語母語
話者がどのように表現するかを明らかにし
た。E-L1 はほぼどの場面でも経路を主要部以
外の要素（主に前置詞句）で表す（S 言語パ
ターン）。J-L1 は、動詞で表すことが多いが
（V言語パターン）、経路によってはそれが複
雑形式（複合動詞・複雑述語）、さらに後置
詞句との組み合わせによるものであること
を示した。また、学習者にとっては、経路に
よって習得の度合いが異なっていることが
分かった。E-L2(j)では、to, from などは使
用頻度が高い一方で、past, up/down, out な
どの経路場面では誤用が多く見られ、習得の
困難さが観察された。J-L2(e)では、述語に
おける複雑形式（複雑述語・複合動詞）の使
用頻度が母語話者より低く、助詞の選択に誤
用が多く見られた。特に along, over, past
の経路場面では誤用が多く見られ、習得上の
困難さが明らかとなった。 
 
③複雑経路表出時の優先経路 
三つの経路（起点・中間経路・着点）を含
む４つの映像を分析した結果（例：The dog 
ran from the goal under the bench into the 
cage.）、学習者においては、複数の経路から
成る複雑経路を含む移動事象では経路の省
略が起こりやすく、その場合着点が優先して
表現されることが分かった。さらに、日本語
母語英語学習者（E-L2(j)）では、時間的な
並びに反して、着点が最初に置かれることが
多いという傾向が見られた（例：The dog went 
to the cage from the goal.）。これは、動
詞と特定の経路をセットで習得している可
能性（４．１節参照）を支持する結果である。 
 
④ダイクシスの表出頻度や動詞で表す意味
概念などにおいて母語の影響が観察された。 
 S 言語（英語）を母語とする日本語学習者
と、V 言語（日本語）を母語とする英語学習
者の言語表現を比較することで、母語の影響
が、ダイクシスの表出頻度（E-L2(j)でのダ
イクシスへの言及）と、主動詞で表す意味概
念（特に J-L2(e)では様態動詞の使用の多さ）
という点で、観察された。 



 
（３）まとめ 
 本研究の結果、言語表現として重要な役割
を果たす移動表現をめぐる学習者言語の特
徴について上記の点を明らかにすることが
できたが、これら学習者言語の特徴には、教
材を含む言語教育の影響（眞野 2016, 眞
野・鈴江 2018）と、簡略化を含む学習者の
方略が要因として存在していることは明ら
かである。今後のこれらの結果を教材の改善
に応用することが望まれると共に、どのよう
にすれば、これらの特徴を母語話者の言語表
現に近づくのか、異なるレベルの学習者を対
象とした習得過程の解明が必要とされるこ
とを付記しておきたい。 
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